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 コースタイム（天候：天気図記号）  
   ルート図（地図を見て正確に） 
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  降雨に見舞われ写真を断念！ 
 
 
 
 
 
 
 
 

         
生憎の雨にみまわれてしまったが、順調に登山路を確認してきた。 
当初ホテルからの周遊コースをイメージしていたが、秋草に阻まれてしま

い、踏み跡の確かなコースを本番は採用することにした。 
やや急登な部分もありできればストックを準備したいコースである。 
 

 本番は、土曜日に倉谷山(1083m)を登り、日曜日にホテルからダムサイ

トまで車で鷲鞍岳の登山路まですすめ、鷲鞍岳下山後一部の人でまた車

を取りに戻ることにする。 
 

        
 日程を翌日に変更して快晴のもとで山登りをしたかったが、勤務の都合もあり雨天決行で刈谷を発った。 
ダムサイトの観光事務所で雨具に身を固めていると、名鉄観光ハイキングツアー３０名が到着する。前後して

出発するが、彼らは時間制約があるようで足早に我々を追い抜いて行く。ルートにはハイキングツアー用の標

識が各要所に掲げられていて、下草も数日前に刈り払われた模様で快適この上ない。 
 登りの道筋は階段が続き単調な一本調子であるが、ブナ林の中はマイナスイオンがムンムンしており快適こ

の上ない。鷲鞍岳の頂上は生憎眺望が利かないが、５分ほど進むと展望台（建造物はナシ）に出てここからは

奥美濃の平家岳方面の景色が楽しめそうである。 
 林道を横切り急な下山路が始まる、ここからは足腰に自信のない方はストックがあると心強い。雑木林をす

ぎて桧の植林を抜けるとスキー場にでる、シーズンオフの閑散としたススキ原を横切ると間もなく国民休養地

の中にある「パークホテル・国民宿舎」に到着する。 
 まずは温泉でぬれた体をゆっくり温める、フロントでは当日夕食をデラックスメニューに再予約して一路刈

谷に向け出発した。 

 CL:藤田 健治 
  岡田  晋 
  竹内 幹雄 
  塚本 英吾 
  岡田 吉枝 

９/12 降雨 
 7:00  刈谷発 
9:30   九頭竜ダム着 

10:00  山道取り付き 
10:35  林道出合い 
11:20  鷲鞍岳 
11:40  展望台 
12:05  林道下山路 
12:50  スキー場 
12:55  パークホテル 
   （国民宿舎）入浴 
14:30  九頭竜道の駅 
17:00  刈谷帰着 

  秋山登山の偵察山行 

 
 国民休養地 
 パークホテル 
         九頭竜スキー場 
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         越前朝日   

09 年 09 月 12 日（土）～ 

 

 福井県大野郡 
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 鷲鞍岳 1011m 


